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アクティブラーニングの手法
〜知識構成型ジグソー法を事例として〜
益川弘如（ますかわひろゆき）
聖心女子大学現代教養学部教育学科・教授
東京大学高大接続研究開発センターCoREF・協力研究員
簡単な自己紹介
• 専門：学習科学、認知科学、教育工学
• 「人はいかに学ぶか」の学習原理に基づき、
「人はどこまで賢くなれるのか？」の問いに答
えていくために「社会実装」をして「評価」を繰
り返しつつ、効果的な学習環境のデザインの
原則を創り出す研究
専門分野：学習科学・
認知科学・教育工学
• 協調学習とは
• 三宅なほみ, 東京大学
CoREF, 河合塾 (編著)
• 北大路書房(2016)
下記講座について、所属大学でどのように取
り組んでいて、どのような悩みがあるか書き
出してみましょう
図書館使い方講座
検索方法講座
レポート講座
はじめに
目指したい学生の知識の状態…
• 可搬性(Portable)：授業・講座やテスト以
外の場に持ち出せる知識
• 活用可能性(Dependable):納得した形で
頼りになる適用範囲の広い知識
• 発展的持続性(Sustainable)：次のレベル
の学習に繋がり、必要であれば作り直せ
るような知識
(Miyake & Pea, 2007)
学びのモデルの幅を広げる
一人一人が考える主体だと認める
学習観のコペルニクス的転換(稲垣・波多野, 1989)
学習者は 受動的で無能
（passive & incompetent）
能動的で有能
（active & competent）
考える力や
学ぶ力を
持っていないのでゼロ
から身に付けないと
持っているので引き
だして使わないと
大事なのは 基礎（学力，スキル）と
その訓練
問いとリソース
（学習環境）
授業の中心は 先生が話す 学習者が考えながら話
す。それを先生が聞く
学習ゴールは 全員で一つ 一人一人多様
(2016,白水スライド)


アクティブ・ラーニング：
学習科学から見ると…
i. 学習者が自分で答えを作る
ii. 学習者同士が考えながら対話して，
自分の考えを少しずつ変える
iii. 学んだことが次の問いを生む
（三宅, 白水, CoREF）
学生の分かり方の違いを生かした対話によって深い学びを引き出す
（順不同）
(1) 「学びの共同体」（学習院大学：佐藤学先生）
(2) 「知識構成型ジグソー法」（東京大学CoREF：三宅, 白水）
(3) 「仮説実験授業」（板倉先生）
(4) 「教えて考えさせる授業」（東京大学：市川先生）
(5) 「考えてから教わる授業」（生産的失敗法）
(6) 「練り上げ授業」（中仙方式等）
(7) 「協同学習」（様々な手法: 協同学習学会）
(8) 「学び合い」（上越教育大：西川先生）
(9) 「反転授業」(Flipped Classroom)
(10)「プロジェクト型学習」(PBL: Project Based Learning)
(11)「プロブレムベース学習」(PBL: Problem Based Learning)
方法論の総称としての
現在ある，アクティブ・ラーニングと言えそうな学習形態
等
・授業の「型」をたくさん知っても、根本的な授業改善には繋がらない
（「型」を順番に紹介する研究は効果がない）
・「型」を超えて、背景にある教授型の問題点と人の学びの原則から授業設
計を考えていくことが大事

ラード以外の油脂で「ちんすこう」のあ
のおいしさを作りだすことはできるか? 
＜はじめの考え＞
＜おわりの考え＞
＜さらに知りたいこと＞
• これまでグループ活動は「楽しい」だけで身に
なる勉強法とは思っていなかった
教育学部1年生の体験結果(1)
• 私はコミュニケーション力が乏しく「個→小集
団→全体」では他の人に頼りがちだった
教育学部1年生の体験結果(2)



単なるジグソー法（正解到達型）
〈問い〉豊臣秀吉がつくった３つの制度について学ぼ
う
〈部品〉
Ａ．太閤検地について
Ｂ．身分統制令について
Ｃ．刀狩令について
⇒秀吉は村ごとに石高と耕作者を定める太閤検地，武
士と農民を厳しく区別する身分統制令，農民から武器
を取り上げる刀狩という３つの制度を作った
想定される対話は？：
知識構成型ジグソー法（目標創出型）
〈問い〉豊臣秀吉はどんな社会を作ったのだろうか
〈部品〉
Ａ．太閤検地について
Ｂ．身分統制令について
Ｃ．刀狩令について
⇒秀吉は，武士と農民を厳しく区別し，刀も取り上げて，
農民が確実に年貢を納めないといけない社会を作った。こ
れによって農民が反乱することを防ぎ，年貢も確実に手に
入るので，武士にとっては安定した社会になった。
「秀吉，お前も農民だろ」
「今って誰にとって住みやすい社会なのかな？」
想定される対話は？：
〈エキスパート資料〉
Ａ．血液循環と腎臓
Ｂ．腎臓で行われる「ろ過」の仕組
Ｃ．腎臓で行われる「再吸収」の仕組
⇒どんな<問い>が考えられそうでしょうか？
高2 体内環境の調節
（１）腎臓のはたらきについてまとめよう
（２）腎臓はどのようにして体内環境を調節してい
るのか
（３）腎臓について調べ，ポスターを作ろう
あなたは、授業の最初に学生に問いかける問
いとして、どの「問い」を採用しますか？
下記いずれかのジグソー講座を考えてみま
しょう
図書館案内講座
検索講座
レポート講座
検討と共有
講座の最初に学生に対して提示する、講座
で考えて欲しい「問い」の質が大事
なぜならば、その問いの視点から、思考した
り、対話したり、資料を読み取ろうとするから
ジグソー講座設計のポイント
鳥取西高校2013,2014「生物・免疫」でジグソー
• 2014: A,体液性免疫 B,1次応答と2次応答 C, 細胞性免疫
• 問い「どうして予防接種を受けるとはしかの発症を防ぐ
ことができるのか？
– 1次応答と2次応答の違いを自分なりに説明可能に
エキスパート活動 ジグソー活動
学習者なりの対話を通した知識構築


